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シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
と
は

皆
さ
ん
、
和
歌
山
県
シ
ニ
ア
マ
イ

ス
タ
ー
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
？シ

ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、
高
齢

者
が
人
生
経
験
を
通
じ
て
培
っ
た

知
識
・
技
能
・
生
活
の
知
恵
な
ど
を

活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
制
度
で
、
現
在
県
内
で
は
約

100
名
以
上
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

技
能
内
容
で
認
定
・
登
録
さ
れ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

私
は
、
以
前
か
ら
自
分
の
で
き
る

こ
と
で
一
人
で
も
喜
ん
で
も
ら
え

た
ら
と
思
い
、
複
数
の
福
祉
施
設
や

デ
イ
ケ
ア
サ
ロ
ン
で
音
楽
を
利
用

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
経
緯
も
あ
っ

て
、シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
に
応
募
し
、

平
成
15
年
末
に
「
音
楽
療
法
」
と
い

う
技
能
内
容
で
認
定
・
登
録
さ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。

音
楽
療
法

私
は
、
若
い
頃
か
ら
音
楽
活
動
を

し
て
お
り
、
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー

ン
・
ド
ラ
ム
等
の
音
楽
教
室
も
開
い

て
い
る
関
係
か
ら
、
自
分
の
得
意
分

野
の
音
楽
を
活
か
し
た
「
音
楽
療

法
」と
い
う
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
福
祉

施
設
利
用
者
を
対
象
に
、
リ
ク
エ
ス

ト
曲
を
弾
い
た
り
、
お
誕
生
会
な
ど

で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
福
祉
施
設
か
ら
「
定
期

的
に
来
て
頂
け
な
い
か
」と
誘
わ
れ
、

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
「
音
楽
療

法
」
を
高
齢
者
相
手
に
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
引
き
受
け
、
本
格
的
に

「
音
楽
療
法
」
に
関
す
る
勉
強
を
始

め
た
の
で
す
。

私
は
、
生
演
奏
が
で
き
、
楽
譜
が

読
め
る
特
技
を
活
か
し
、
そ
の
時
々

の
利
用
者
の
音
域
や
テ
ン
ポ
に
合

わ
し
て
無
理
な
く
歌
え
る
よ
う
に
弾

い
た
り
、
歌
っ
て
頂
き
や
す
い
よ
う

に
楽
譜
を
書
き
替
え
た
り
と
い

ろ
い
ろ
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

大
き
な
声
を
出
し
て
歌
っ
た
り
、
手

拍
子
を
打
っ
て
リ
ズ
ム
を
感
じ
た

り
、
簡
単
な
楽
器
を
使
っ
て
ま
わ
り

の
人
と
一
緒
に
曲
に
の
っ
て
体
を

動
か
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
歌
っ
た
曲
に
つ
い
て
、

昔
歌
っ
た
頃
の
思
い
出
を
そ
れ
ぞ

れ
の
人
か
ら
聞
き
出
し
ま
す
。
回
想

と
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
よ

り
、
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
に
な
り
ま
す
。

中
に
は
、
昔
を
思
い
出
し
て
涙
を
流

し
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
に
は
、「
涙
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私
が
関
わ
っ
て
い
る
デ
イ
ケ
ア

サ
ロ
ン
で
も
、
脳
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
頭
や
体
の
運
動
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。難
し
い
問
題
を
解
く
よ
り
、

簡
単
な
問
題
の
方
が
脳
の
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
な
る
の
で
単
純

な
計
算
や
音
読
な
ど
も
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

交
わ
し
た
り
、
音
楽
や
運
動
を
す
る

こ
と
は
、
脳
や
体
が
刺
激
さ
れ
、
老

化
防
止
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。
私
の
「
音
楽
療
法
」
が
、
そ

う
い
う
手
助
け
に
な
る
こ
と
が
う

れ
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
１
日
で
も
長

く
、
１
人
で
も
多
く
の
人
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
へ
の
活
動
依
頼
等
は
、
県
長
寿
社
会
推
進
課
に
ご
連

絡
下
さ
い
。
ま
た
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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０
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２
０
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Ｘ
　
０
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４
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５
２
３
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が
出
る
の
は
ね
、
感
情
が
豊
か
な
証

拠
で
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
な

の
よ
。」
と
、
言
っ
て
あ
げ
る
と
そ

の
人
は
ホ
ッ
と
し
て
笑
顔
に
な
り
ま

す
。木

琴
を
前
に
し
て
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
で
き
な
く
っ
て
も
、
合
い
の
手
に

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
木
琴
の
上
を
転
が

し
て
も
ら
い
ま
す
。
ス
ズ
や
タ
ン
バ

リ
ン
は
、
み
ん
な
良
く
出
来
ま
す
。

す
か
さ
ず
、「
凄
い
！
良
く
出
来
た

よ
！
」
と
手
を
た
た
い
て
ほ
め
て
あ

げ
ま
す
。
真
剣
な
顔
を
し
て
や
っ
て

い
た
人
も
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ま

す
。音

楽
に
よ
っ
て
脳
と
体
が
刺
激

さ
れ
、
表
情
が
豊
か
に
な
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ

と
で
、
認
知
症
の
方
の
オ
ム
ツ
が
取

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。

な
ぜ
音
楽
が
脳
に
良
い
の
か
と

い
う
と
、
人
の
脳
の
働
き
を
大
き
く

分
け
る
と
、
右
脳
と
左
脳
で
役
割
が

大
き
く
違
っ
て
い
て
、
日
常
使
う
言

葉
や
文
字
は
左
脳
で
処
理
さ
れ
、
あ

ま
り
使
用
し
な
い
直
感
や
音
楽
・
イ

メ
ー
ジ
・
図
形
的
な
認
識
は
右
脳
で

処
理
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

人
は
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て
言
語

中
枢
の
あ
る
左
脳
を
酷
使
し
、
右
脳

を
使
わ
な
く
な
る
そ
う
で
す
。

左
脳
だ
け
に
偏
っ
た
使
い
方
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
力

が
衰
え
る
な
ど
、
日
常
生
活
面
か
ら

見
た
場
合
よ
く
な
い
の
で
す
。

音
楽
は
、
右
脳
で
処
理
さ
れ
ま
す

か
ら
、
音
を
聞
き
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
歌
っ
た
り
動
い
た
り
す
る
こ
と

で
、
前
頭
前
野
か
ら
右
脳
を
刺
激
・

活
性
化
し
て
働
か
せ
鍛
え
る
こ
と

が
で
き
、
左
右
の
脳
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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音
楽
で
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一
日
で
も
長
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
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活
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御坊市文化賞 
市では、文化の発展に貢献された方をたたえ、尚一層のご活躍を願って文化賞の贈呈を行っています。 
今年は、小池秀夫様と天音太鼓保存会が文化賞の栄に輝かれ、１１月２日、御坊市民文化会館でその 
表彰式が行われました。 

　
先
人
が
苦
労
し
て
残
し

て
く
れ
た
貴
重
な
伝
統
文

化
で
あ
る
藤
井
和
紙
の
復

興
を
願
い
、
紙
漉
き
技
術

の
保
存
・
向
上
に
長
年
努

力
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
市

の
無
形
文
化
財
で
あ
る
藤

井
和
紙
手
漉
製
法
の
唯
一

の
伝
承
者
と
し
て
、
日
々

技
術
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
多
く
の
人
々
に

気
軽
に
手
漉
和
紙
の
素
晴

ら
し
さ
を
紹
介
し
な
が
ら
、

手
漉
製
法
の
伝
承
と
発
展

に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小池　秀夫　氏 
こ いけ ひで お 

　
昭
和
57
年
９
月
に
結
成
、

道
成
寺
の
御
住
職
に
「
天

音
太
鼓
」
の
銘
を
い
た
だ

き
、
活
動
を
開
始
し
た
。

以
後
、
曲
の
充
実
に
つ
と

め
、
会
員
を
増
や
す
な
ど

地
域
に
根
ざ
し
た
地
道
な

活
動
を
続
け
、
現
在
で
は
、

海
外
で
も
演
奏
活
動
を
行

う
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。 

　
保
存
会
の
活
動
の
原
点

は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文

化
創
造
活
動
と
青
少
年
健

全
育
成
で
あ
り
、
演
奏
活

動
を
通
し
て
日
高
・
御
坊

地
域
の
文
化
の
創
造
・
保

存
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。 

天音太鼓保存会 
てん のん だい こ ほ ぞん かい 

受賞おめでとう ございます 

す 

広報ごぼう
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「
洋
画
」
　
　
橋
本
亜
矢
子
（
美
浜
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
古
曽
　
好
（
由
良
町
） 

 

市
長
賞 

「
洋
画
」
　
　
津
本
千
絵
（
御
坊
） 

「
写
真
」
　
　
細
田
　
勲
（
財
部
） 

「
陶
芸
」
　
　
小
山
佳
子
（
薗
） 

「
書
」
　
　
　
丸
山
か
な
え
（
美
浜
町
） 

「
日
本
画
」
　
寺
井
た
か
子
（
富
安
） 

 

教
育
委
員
会
賞 

「
洋
画
」
　
　
玉
置
佳
永
（
日
高
川
町
） 

「
写
真
」
　
　
�
岡
正
澄
（
薗
） 

「
陶
芸
」
　
　
徳
田
健
次
（
日
高
川
町
） 

「
書
」
　
　
　
野
田
悠
帆
（
富
安
） 

「
日
本
画
」
　
山
本
　
幸
（
日
高
川
町
） 

 

中
央
公
民
館
長
賞 

「
洋
画
」
　
　
中
島
　
保
（
吉
田
） 

「
写
真
」
　
　
北
岡
　
香
（
財
部
） 

「
陶
芸
」
　
　
北
垣
の
ぶ
江
（
日
高
町
） 

「
書
」
　
　
　
入
江
淳
石
（
美
浜
町
） 

「
日
本
画
」
　
黒
祖
靖
子
（
熊
野
） 

 

文
化
協
会
長
賞 

「
洋
画
」
　
　
佐
々
木
成
美
（
み
な
べ
町
）

「
写
真
」
　
　
山
本
正
見
（
財
部
） 

「
陶
芸
」
　
　
岡
本
和
子
（
丸
山
） 

「
書
」
　
　
　
尾
崎
公
美
（
日
高
川
町
） 

「
日
本
画
」
　
阪
本
一
代
（
財
部
） 

 

 

奨
励
賞 

「
洋
画
」
　
　
前
敏
夫
（
財
部
）、西
端
真

　
　
　
　
　
　
名
美
（
野
島
）、木
村
美
智

　
　
　
　
　
　
子
（
美
浜
町
）、廣
瀬
愛
子

　
　
　
　
　
（
御
坊
）、安
井
淑
子
（
み
な

　
　
　
　
　
　
べ
町
）、大
川
理
沙
（
島
）、

　
　
　
　
　
　
菊
地
瑞
穂
（
楠
井
） 

「
写
真
」
　
　
堀
本
典
孝
（
日
高
川
町
）、

　
　
　
　
　
　
山
崎
由
利
子
（
薗
） 

「
陶
芸
」
　
　
大
堀
由
美
（
美
浜
町
）、切

　
　
　
　
　
　
通
み
や
子
（
薗
）、森
西
由

　
　
　
　
　
　
起
子
（
み
な
べ
町
） 

「
書
」
　
　
　
松
永
星
波
（
印
南
町
）、船

　
　
　
　
　
　
本
真
理
（
財
部
）、齋
藤
勲

　
　
　
　
　
（
上
野
）、中
村
香
央
里
（
富

　
　
　
　
　
　
安
）、津
本
玉
倉（
美
浜
町
）、 

　
　
　
　
　
　
玉
置
あ
い
子
（
由
良
町
）、

　
　
　
　
　
　
青
山
善
峰
（
日
高
町
）
齊 

　
　
　
　
　
　
由
梨
（
小
松
原
） 

「
日
本
画
」
　
宮
本
勇
（
日
高
川
町
）、三

　
　
　
　
　
　
木
啓
子
（
薗
）、�
山
み
さ

　
　
　
　
　
　
子
（
南
塩
屋
） 

 

【
無
監
査
の
部
】 

市
議
会
議
長
賞 

「
洋
画
」
　
　
山
下
健
治
（
薗
） 

「
写
真
」
　
　
瀬
戸
幸
作
（
日
高
川
町
） 

「
陶
芸
」
　
　
板
垣
幸
子
（
島
） 

「
書
」
　
　
　
鳥
居
哲
石
（
日
高
川
町
） 

「
日
本
画
」
　
津
村
和
子
（
財
部
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
氏
名
敬
称
略
） 

御坊市美術展 
第５１回御坊市美術展が開かれ、「写真」「陶芸」「洋画」「書」「日本画」の各部門ごとに、知事賞 
をはじめ各賞の優秀作品が選ばれ、その表彰式が１１月２０日、中央公民館において行われました。 

【
一
般
の
部
】 

知
事
賞 

「
写
真
」
　
川
祥
郎
（
薗
） 

作
品
『
天
使
の
欠
伸
』 

作
品
『
花
園
の
散
歩
』 

作
品
『
竹
西
寛
子
の
文
よ
り
』 

「
書
」
千
吉
良
淑
子
（
小
松
原
） 

「
日
本
画
」
狩
谷
孝
子
（
富
安
） 

受賞お
めでと

う 

ござい
ます 

広報ごぼう
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WA
TCHINGWA
TCHINGWA
TCHING
まちかどまちかど

　
11
月
６
日
、
本
町
３
丁
目

の
「
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
シ
ャ

ベ
ロ
ー
ゼ
」
で
秋
の
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
が
午
前
と
午
後

の
２
回
開
か
れ
、
地
域
の
住

民
ら
約
80
名
が
訪
れ
、
王
其

港
さ
ん
と
王
華
那
さ
ん
親
子

が
奏
で
る
中
国
の
伝
統
楽
器
「
二

胡
」
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
中
国
の
曲
の
演
奏
の
ほ
か
、

「
北
国
の
春
」
や
「
星
影
の
ワ

ル
ツ
」
な
ど
日
本
の
歌
で
は
、

演
奏
に
合
わ
せ
て
、
来
場
者

が
口
ず
さ
む
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
　 

　
「
二
胡
」
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
王
さ
ん
親
子
か
ら
簡

単
な
弾
き
方
を
教
わ
っ
て
い

ま
し
た
。 

二胡の美しい音色楽しむ 二胡の美しい音色楽しむ 

　
11
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
紀
州
中
央

青
年
部
（
会
長
矢
野
公
章
）
が
、

国
土
交
通
省
・
御
坊
市
と
結
ん

だ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
協
定
に
基
づ
く

第
１
回
目
の
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
塩
屋
関
電
入
り
口
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
花
の
会
（
代
表
幹
事

高
垣
宏
）
が
用
意
し
た
パ
ン
ジ

ー
５
０
０
本
を
植
え
込
み
、
名

田
町
野
島
と
楠
井
の
道
路
沿
い

で
は
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
住
民
や

団
体
が
道
路
の
美
化
清
掃
に
参

加
し
、
快
適
な
道
作
り
を
進
め

る
も
の
で
、
御
坊
市
・
ま
ち
づ

く
り
花
の
会
・
Ｊ
Ａ
協
力
の
も

と
青
年
部
が
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

～シャベローゼで秋のサロンコンサート～ 

きれいで快適な道へ きれいで快適な道へ 
～ＪＡ紀州中央青年部が道路の美化活動～ 
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11
月
１
日
、
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
と
健
康
福
祉
課
が
湯
川

中
で
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
教
室
」

を
開
き
ま
し
た
。 

　
前
回
は
、
朝
食
の
大
切
さ
や
食
べ

物
の
役
割
な
ど
を
学
習
し
、
今
回
は

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
自
分
た

ち
で
作
ろ
う
と
、
根
菜
の
煮
物
や

豆
腐
の
み
そ
汁
な
ど
を
料
理
し
ま

し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、
「
料
理
は
と
て

も
楽
し
く
、
お
い
し
く
で
き
た
」
、

「
ま
た
家
で
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
教
室
」

は
中
学
生
に
健
康
と
食
事
に
つ
い

て
考
え
実
践
し
て
も
ら
お
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
、

河
南
中
、
湯
川
中
、
名
田
中
で
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　
11
月
13
日
、
日
高
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
る
若
者
た
ち
に
よ
る
「
未

来
の
森
づ
く
り
」
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
み
な
べ
町
三
里
峰
の
荒
れ

地
に
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
広
葉

樹
の
苗
木
３
０
０
本
を
植
え
ま
し

た
。 

　
日
高
地
方
の
「
環
境
問
題
に
興

味
の
あ
る
小
・
中
・
高
校
生
た
ち
」

と
「
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

る
大
人
た
ち
」
60
名
が
参
加
し
、

世
代
を
超
え
た
交
流
を
深
め
な
が

ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
植
樹
の
後
、
専
門
家
か
ら
話
を

聞
き
、
す
べ
て
の
生
き
物
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
森
を
作
り
残

し
て
い
く
大
切
さ
を
確
認
し
あ
い

ま
し
た
。 

食事はおいしく、楽しく、バランス良く 食事はおいしく、楽しく、バランス良く 
～湯川中でヘルスサポーター教室～ 

豊かな森をみんなの手で 豊かな森をみんなの手で 
～「未来の森づくり」イベント～ 
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花
ま
る
サ
ー
ク
ル

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

花
ま
る

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

御坊ＢＢＣ Ｊｒ 

　私たちのクラブは、バスケットを通じて、元

気よく大きな声であいさつすること、保護者か

ら離れてみんなと元気に活動して友だちをたく

さんつくることをモットーに、男子 11人・女子

15人、合計26人の部員で和気あいあいと楽しみ

ながら活動しています。 

　バスケットは、フェイントで相手を抜いたと

きの楽しさ、いいパスを出したときの面白さ、

得点を決めたときの感激を味わうことができる

スポーツです。 

　日高郡内の小学生を対象に新入部員募集中です。

体験入部もできるので気軽に来てください。 

 
 
 
　10月 23日に、マリーナシティで行われた「和
歌浦ベイマラソンwithジャズ」の個人戦に出場し、
10キロの距離を走りました。 
　昔から勝ち気な性格ですが、試合で100メート
ル以上走ったことがなかったので、勝つことよ
りも歩かないで10キロ完走するのが目標でした。 
　スタート直後から、問題がおきてしまいました。
大勢の人だったので、とても動きにくく、出遅
れてしまい、アメフトのように人をかわしなが
ら走りました。それから、走りながら水を飲む
練習をしていなかったので、水を飲んでむせて
しまいました。坂道を走る効率の良い走りかたは、
御坊大橋を何回も走って練習していました。マ
リーナシティの橋を渡った時、大勢を追い抜い
て自分でもびっくりしました。 

　苦しいこともがまんして、自分のペースで走
ったので、歩くことなく 10キロを 50分 37 秒で
完走し、目標を達成することができました。初
めてのレースで800人中 213番目に入り、とても
満足しました。レース中、御坊市の消防士の方
に偶然出会い、お互い応援しあえたこともとて
も良かったです。 
　次に向けて、もっともっとやる気が出てきま
した。中学校の陸上部といっしょに練習したり、
ヒマな時間に走ったりしています。新しい目標
も決まりました。『不言実行』でいきたいですが、
次のマラソンで10キロを46分以内で完走したい
と思います。 
　自分に勝ちたい。頑張る！ 
　みなさんにお願いがあります。走っているマ
イクを見かけたら、大きな声で「頑張って！」
と言ってください。よろしくお願いします。 

●集　合　毎週金曜日　午後７時～９時 

●場　所　湯川小学校体育館 

●代　表　狩谷勝　TEL２４－３８７８ 

◯ 7171◯ 
マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ ④ 

小学生バスケットボールチーム 
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や
さ
し
い
　
お
か
あ
さ 

ん
が
だ
い
す
き
　
ま
た 

で
ん
し
ゃ
で
　
わ
か
や 

ま
に
　
つ
れ
て
い
っ
て 

ほ
し
い
な 

お
し
ご
と
　
い
つ
も 

が
ん
ば
っ
て
い
る 

パ
パ 

ま
た
　
こ
う
え
ん
や 

ゆ
う
え
ん
ち
に
つ
れ 

て
い
っ
て
ね 

おかあさん、あのね… おとうさん、あのね… 

きしだ　ゆきひろ くん（５さい） はやし　あゆみ ちゃん（６さい） 

芝山　恵理さん　塩屋小６年 

はこぶね幼稚園の巻 ◯ 45

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
小
学
校
の
教

師
に
な
る
こ
と
で
す
。 

　
私
の
担
任
の
先
生
は
、
毎
日
、
日

記
の
宿
題
を
出
し
ま
す
。
初
め
は
嫌

だ
っ
た
け
ど
、
先
生
と
し
ゃ
べ
っ
て

る
み
た
い
で
、
な
ぜ
か
ス
ッ
キ
リ
し

ま
す
。 

　
私
も
、
そ
の
先
生
の
よ
う
に
人
を

ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
よ
う
な
教
師
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

勉
強
し
て
、
夢
を
か
な
え
た
い
と
思

い
ま
す
。 

小学校の教師に 
　　　　　なりたい！ 

塩　　斎さん（島・24歳） 

　
市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
３
年
目
に

　
な
り
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

　
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

☆
家
族 

　
母
・
兄
・
私
・
弟
の
４
人
家
族
で
す
。 

☆
趣
味 

　
映
画
鑑
賞 

☆
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と 

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
（
こ
こ
何
年
か
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

　
今
年
は
行
き
た
い
で
す
。
） 

☆
今
一
番
欲
し
い
も
の 

　
車
!!  

☆
御
坊
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
て
い
る
お
年
寄
り
に
昔
の
御
坊

　
は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
は
さ
み
し

　
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
の
で
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に

　
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

しばやま　　え　り 

しおざき　  いつき 

みんなのサロン みんなのサロン 



し
め
縄
を
作
ろ
う

■
日
時

12
月
23
日
（
金
）

13
時
〜
16
時

■
材
料
費
　

２
０
０
円

■
募
集

30
人
（
事
前
の
申
込
み
必
要
）

■
受
付

12
月
11
日
（
日
）
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

凧
づ
く
り

■
日
時

１
月
15
日
（
日
）

10
時
〜
16
時

■
材
料
費
　

２
０
０
円

■
募
集

30
人
（
事
前
の
申
込
み
必
要
）

■
受
付

１
月
３
日
（
火
）
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

★
凧
に
使
用
す
る
和
紙
を
歴
史
民

俗
資
料
館
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
資
格

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
通
学

し
て
い
る
方

■
応
募
区
分

①
子
ど
も
の
部
（
小
・
中
学
生
）

②
高
齢
者
の
部
（
平
成
18
年
１
月

16
日
現
在
で
満
65
歳
以
上
）

③
一
般
の
部

■
テ
ー
マ

交
通
安
全
に
関
す
る
も
の

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
４
０
ー
８
５
８
５

和
歌
山
県
庁

県
民
生
活
課
交
通
安
全
班

℡
０
７
３
（
４
４
１
）
２
３
５
０

Ｅ
メ
ー
ル

e0313001@
pref.w

akayam
a.

lg.jp

自
動
車
事
故
損
害
保
険
で
お
困

り
の
方
の
た
め
に
無
料
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び

に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
一
切
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

■
相
談
先

和
歌
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３
（
４
３
１
）
６
２
９
０

交
通
遺
児
育
成
基
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

交
通
遺
児
（
満
11
歳
未
満
）
が
、

損
害
賠
償
金
等
の
中
か
ら
、
拠
出
金

を
払
い
込
ん
で
基
金
に
加
入
す
る

と
、
交
通
遺
児
が
満
19
歳
に
達
す
る

ま
で
育
成
給
付
金
を
支
給
し
て
い
く

制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）
交
通
遺
児
育
成
基
金

℡
０
３
（
５
２
１
２
）
４
５
１
１

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
１
６
）
３
６
１
１

平成17年12月
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募
　
　
集

お
知
ら
せ

☆小学３年生以下は保護者同伴
でお願いします。
☆申し込み・問い合わせ
歴史民俗資料館
℡２３－２０１１

平
成
18
年
度
交
通
安
全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

年末の交通事故防止県民運動
12月１日～10日

☆子どもと高齢者を交通事故から

守りましょう

☆シートベルト、チャイルドシートは

正しく着用しましょう

御坊市交通安全対策推進協議会



市内に住民登録している方には、12月初旬に 

案内ハガキを送付します。 

学生等で市外に在住していて、参加を希望さ 

れる方は、12月15日までにご連絡ください。 

御
坊
市
成
人
式
の 

　
　
　
ご
　
案
　
内 

御
坊
市
成
人
式
の 

　
　
　
ご
　
案
　
内 

無線局の混信等電波利用でお困りの方 

 

 

 

 

 

御坊市在住の 

　電波適正利用推進員は、古久保恭一さんです 

　　℡０８０（１４９８）１１４０ 

　相談受付時間 

　　９時～17時（火・日・祝日を除く） 

 

電波適正利用推進員とは・・・ 

　総務省の総合通信局長から委嘱され、クリーンな 

　電波環境創りに協力するため、地域で活動してい 

　る民間ボランティアです。 

■近畿総合通信局ホームページ 

　http://www.ktab.go.jp/ 

■電波適正利用推進協議会ホームページ 

　http://www.cleandenpa.net/

電波適正利用推進員 電波適正利用推進員 電波適正利用推進員が 
　　相談に応じています 

電
波は暮らしの必需

品

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
成
人
式
の
ご
案
内
」
も
ご
覧

く
だ
さ
い

http://w
w
w
.city.gobo.w

akaya
m
a.jp/

最
低
賃
金
は
常
用
労
働
者
の
み

で
な
く
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。「
鉄
鋼
業
」「
百
貨
店
・

総
合
ス
ー
パ
ー
」
は
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

℡
０
７
３
（
４
２
２
）
２
１
７
４

御
坊
労
働
基
準
監
督
署

℡
２
２
・
３
５
７
１

労
災
保
険
未
手
続
事
業
主
に
対

す
る
費
用
徴
収
制
度
が
強
化
さ

れ
ま
し
た

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
災
保
険
の
加
入
手

続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
主
が
労
災
保
険
の
加
入
手

続
を
怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労
災

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
保

険
料
を
徴
収
す
る
他
に
、
労
災
保
険

か
ら
給
付
を
受
け
た
金
額
の
１
０

０
％
ま
た
は
40
％
を
事
業
主
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

御
坊
労
働
基
準
監
督
署

℡
２
２
・
３
５
７
１

■
日
時

平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分

（
受
付
10
時
〜
）

■
会
場

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日
生

情報ステーション情報ステーション 平成17年12月

広報ごぼう
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和
歌
山
県
の
最
低
賃
金
は

時
間
額
６
４
９
円
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普通電車で 

　『地元観光』しませんか？ 
　紀伊半島の自然の中を走る電車から見える 
風景には魅力がいっぱい。車窓から見える美 
しい海岸線も山々の紅葉もいつもとは少し違 
って、地域の魅力を再発見できるのではない 
でしょうか。 
　普段は自動車でお出かけの方も、たまには 
普通電車でのんびり『地元観光』を楽しんでみ 
ませんか。 

紀勢本線活性化促進協議会 

出前親子教室 

ぐるんぱ 
日時　１２月１６日（金）１０時～１１時 
場所　野口コミュ二ティ 
内容　手遊び、エプロンシアター、大型絵本、 
　　　クリスマスの帽子作りなど 
　　　保育士が遊びのお手伝いをします。 
対象　未就園児と保護者の方 

問い合わせ 
　地域子育て支援センター　℡２３－４８２８ 

阪和自動車道・湯浅御坊道路 
　海南ＩＣ～みなべＩＣ 
　１１月２８日（月）夜～ 

　　　　　１２月１日（木）朝 

　海南ＩＣ～広川ＩＣ 
　１２月　１日（木）夜～ 

　　　　　１２月３日（土）朝 

 
時間（各日共通） 
　　午後８時～翌朝６時 

 
問い合わせ 
　　西日本高速道路株式会社 
　　関西支社和歌山管理事務所 
　　℡073（472）2091

年金請求などの相談　　　　　℡０５７０（０５）１１６５ 

年金をもらっている方の相談　℡０５７０（０７）１１６５ 

　相談受付時間　８時３０分～１７時（土・日・祝日を除く） 
　通 話 料 金　一般の固定電話の場合、市内通話料金で利用 
　　　　　　　　できます。（御坊市から東京の中央年金相談 
　　　　　　　　室と３分間通話した場合の料金は8.5円です。） 

　国民年金保険料を納めている方は、申し出により付加保険 
　料（定額保険料に１ヶ月４００円上乗せ）を納めることがで 
　きます。 
　付加保険料を納めると、老齢基礎年金に上積みされる形で、 

　付加年金（２００円×付加保険料納付月数）が支給されます。 

付加保険料（将来、より多くの年金を希望する方は） 

問い合わせ　市民課 ℡２３－５５００ 

作
業
主
任
者
技
能
講
習
会
を 

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す 

■
講
習
場
所 

　
県
勤
労
福
祉
会
館 

　
（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
） 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会 

　
和
歌
山
県
支
部 

　
℡
０
７
３
（
４
３
６
）
１
３
２
７ 

コンクリート造の工作物の解体等 

地山の掘削 

土止め支保工 

建築物等の鉄骨組立て等 

足場の組立て等 

10,100円 

18,500円 

18,500円 

9,800円 

9,600円 

12/６・７ 

１/16・17 

１/24 

２/14・15 

３/７・８ 

受　付 

受付中 

12/12～ 

12/12～ 

１/16～ 

２/６～ 

夜間通行止め 年金相談専用電話 
　をご利用下さい！ 
年金相談専用電話 
　をご利用下さい！ 
年金相談専用電話 
　をご利用下さい！ ねんきんねんきん ねんきんねんきん ねんきん 

講　習　名 日　時 受講料等 
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４
１
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０
０
５
１
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高
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１
‐
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‐
20
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内
）
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学
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セ
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４
３
１
）
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３
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０

放
送
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学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-
air.ac.jp/

Ｎ
Ｈ
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募
集
中
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間
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２
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日
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３
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２
日
〉

・
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学
習
通
信
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座
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時
入
学
可
〉
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問
い
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・
資
料
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先

〒
１
８
６
ー
８
０
０
１
　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
‐
36

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

℡
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

フ
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ー
ダ
イ
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（
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料
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求
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み
）

０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１
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人権週間 
１２月４日～１０日 

人権週間 
１２月４日～１０日 

人権週間 
１２月４日～１０日 

人権週間 
１２月４日～１０日 

育てよう　一人一人の　人権意識 

～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～ 

人権相談所 
１２月５日（月）１０時～１５時 

福祉センター３階 
 
※相談員　右記の人権擁護委員と法務局職員 
※相談は無料で秘密は外部に漏れることはありません。 
※困りごと、心配ごとでお悩みの方は、気軽にお越しください。 

人権擁護委員 

姫浦　美博 

岩田　和代 

津本　宗禎 

田中　好美 

平岡　弘乗 

天野　孝二 

柿木　幸美 

名田町楠井1877 

藤田町藤井2190－１ 

薗494 

塩屋町北塩屋1014 

湯川町富安2089－6 

薗230－2 

熊野71

住　所 

　工業統計調査を平成17年12月31日現在 
で行います。12月から１月にかけて統計 
調査員がお伺いします。 
　年末年始のお忙しい時期ですが、ご協 
力お願いします。 

製造事業所のみなさんへ 企
画
課
庶
務
統
計
係 

℡
２
３
・
５
５
１
８ 

調査票へのご記入あり 
がとうございました。 

ただいま 
　集計中 

「
放
送
大
学
」
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

18
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集

御坊市文化協会

御坊まちかどミュージアム

ひ な げ し 会
１１月２９日（火）～　

１２月２７日（火）

紀陽銀行御坊支店南側ショーウインド
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普通救急講習会を 

毎月第２日曜日に開催 

しています！！ 

☆内　容　心肺蘇生法 

　　　　　ＡＥＤの使用法 

　　　　　止血法等 

☆参加費　無料 

　　一人でも多くの命を助けられるよう 

　　一家に一人は応急手当員を！ 

☆申し込み・問い合わせ 

　消防署救急救助課 

　℡２２－０８００ 

消 防 署 の 
病 院 紹 介 を 
ご利用ください 

　年末年始は救急車の出動が多くなります。 

　突然の病気や事故で病院に行けない場合は、救急車を 

呼ぶようにしましょう。 

　自分で病院に行ける、家族が病院に連れて行ってくれ 

る、そんなときは、消防署から病院紹介ができますので 

ご利用ください。 

病院紹介は　　　 　　２２－０８００ 

火事・救急・救助は　 １１９番 

火災時の問い合わせは ２２－０１１９ 

病院紹介は　　　 　　２２－０８００ 

火事・救急・救助は　 １１９番 

火災時の問い合わせは ２２－０１１９ 

富安区・春日連合会　四つ太鼓新調 富安区・春日連合会　四つ太鼓新調 富安区・春日連合会　四つ太鼓新調 

～コミュニティ助成事業～ ～コミュニティ助成事業～ ～コミュニティ助成事業～ 

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う 

宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た 

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
》
に
よ
り
、 

富
安
区
は
25
年
ぶ
り
、
春
日
連
合
会
は 

45
年
ぶ
り
に
四
つ
太
鼓
を
新
調
し
ま
し 

た
。 

　
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動 

を
応
援
す
る
も
の
で
、 

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

②
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

③
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業 

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業 

⑤
青
少
年
健
全
育
成
事
業 

の
５
種
類
が
あ
り
ま
す
。 
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合
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課
℡
２
３
・
５
５
１
８ 

富
安
区 

春
日
連
合
会 
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防災特集 

47

藤井寺市で行われた 
合同総合震災演習に参加 

１１月５日、大阪府藤井寺で行われた三市 

（藤井寺市・柏原市・羽曳野市）合同総合 

震災演習に物資搬送部門で御坊市から滋賀 

県近江八幡市とともに参加しました。 

救
援
物
資
搬
送
訓
練 

救援物資搬送完了報告の様子 

災害に備え３日分の食糧・ 

飲料水は、各家庭・企業で 

備蓄しましょう。 

 

企画課 

℡２３－５５１８ 

気象警報発表状況（Ｈ17年） 

７/９ 

７/25～26 

８/31 

９/４～７ 

９/６～７ 

大雨・洪水警報 

波浪警報 

大雨・洪水警報 

波浪警報 

大雨・洪水・暴風警報 

梅雨前線の影響 

台風７号の影響 

発達した前線の影響 

台風14号の影響 

例年に比べて、警報発表の少ない１年となりました。 

（１１月１５日現在） 

御坊市・藤井寺市・近江八幡市 

との間で、災害時にお互いに物 

資等の援助活動を行うよう 

 

を結んでいます。 

「災害相互物資援助協定」 
本市（県北部または紀中）に発表された気象警報 
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ご
み
の
出
し
方 

　
　
　
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ．指定袋より大きな発砲スチロ 
　　ールはどの種類で出すの？ 
Ａ．小型プラスチックごみとして 
　　細かく砕き、必ず指定袋に入 
　　れて出してください。 

資源ごみ 

小型プラスチックごみ 

燃えないごみ 

燃える大型ごみ 

燃えない大型ごみ 

日・水にごみを出す地区…　１月　４日（水） 
月・木　　　〃　　　　…　１月　５日（木） 
＊年末年始はごみの量が増え、収集に時間がかか 

　り、通常の時間より遅くなることがあります。 

　ご了承ください。 

日・水にごみを出す地区…１２月２８日（水） 
月・木　　　〃　　　　…１２月２９日（木） 

12月 

６日（火） 

13日（火） 

20日（火） 

27日（火） 

１月 

10日（火） 

17日（火） 

24日（火） 

 

31日（火） 

Ｑ．傘はどの種類で出すの？ 
　　傘の方が指定袋より長いのです 
　　が・・・。 
Ａ．「燃えないごみ」として指定袋 
　　に入れて出してください。傘の 
　　一部が指定袋から出てもかまい 
　　ません。 

Ｑ．サビた金属類は、「資源ごみ」 
　　として出すことができるの？ 
Ａ．少しくらいサビたものなら、 
　　「資源ごみ」として出してく 
　　ださい。 
　　全体的にサビがついて、すぐ 
　　に壊れるようなものは、「燃 
　　えないごみ」として出してく 
　　ださい。 

Ｑ．レコード・ＣＤ・ＭＤ・カセッ 
　　トテープはどの種類で出すの？ 
Ａ．レコード　→小型プラスチックごみ 
　　ＣＤ　　　→小型プラスチックごみ 
　　ＭＤディスク　→燃えないごみ 
　　カセットテープ→燃えないごみ 
　　※プラスチック製ケースは、小型プ 
　　　ラスチックごみとして出してくだ 
　　　さい。 

Ｑ．電気毛布や電気カーペットは 
　　どの種類で出すの？ 
Ａ．「燃えない大型ごみ」として 
　　十文字にしばり、「電気毛布」 
　　または「電気カーペット」と 
　　張り紙をして出してください。 

Ｑ．ハンガーはどの種類で出すの？ 

Ａ．材質が 

　　プラスチックのみ→小型プラスチックごみ 

　　木製のみ　→燃えるごみ 

　　金属つき　→燃えないごみ 

環境衛生課　℡２３－５５０６ 

１２月・１月１２月・１月 １２月・１月１２月・１月 １２月・１月１２月・１月 １２月・１月 不燃・大型ごみを出す日 御坊広域清掃センター『直接持込』 

年末・年始『燃えるごみ』を出す日 

年　末 

２９日（木）・３０日（金）【８時半～１６時】 
３１日（土）　休み 
※この期間に持ち込み希望の方は、前もって１２月 

２８日（水）までに『持込許可証』を環境衛生課で 

受け取っておいてください。 

年　末 

し尿収集（汲み取り） 

斎場　１月１日（日）休み 

年　末 ３０日（金）午前中まで 
（申込みは２９日（木）まで 
【２５日（日）も受付けます。】 

年　始 ５日（木）から平常どおり 

１日（日）～４日（水）　休み 
５日（月）　【８時半～１６時半】 

年　始 

年　始 
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12月 18日（日） 

午前10時～ 

中央公民館3階会議室 

　　　　ごぼうおはなしの会 

｢チョコレート工場の秘密｣ 

　　　　　　　　　 ロアルド・ダール 
　チャーリーが住んでいる町に、世界
一広大で、有名なワンカのチョコレー
ト工場がある。そこへ、黄金切符を手
にした５人の子どもたちが、招待され
ることになった。映画「チャーリーと
チョコレート工場」の名シーンで構成
されたフィルムブック。 

　花屋さんに出回る時期や花色、花言
葉新種の花などが一目でわかる。花選
びのコツや水揚げ法、花合わせ、色合
わせのアレンジポイント、実例も収録。 

図書館だより 
TEL22－0441 
開館９時30分～17時 

今月の新着図書は、 
１日・11日に並びます。 

12月の休館日 

おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 
一般書 児童書 

「花屋さんの花図鑑」 

　　　　　　　　　　　 主婦の友社編 

　いつも不機嫌、すぐ怒りだす、いち
いち親に反抗する、むちゃなことをし
でかす。思春期に突入すると子どもた
ちが突如として扱いにくくなるのは、
じつは脳とホルモンのせいだった。上
手につきあうためのアドバイス満載。 

「１０代の子って、なんでこうなの？」 

　　　　　 デイヴィッド・ウォルシュ 

　少年イツクと、犬のジャックと一緒
にクリスマスの冒険に行こう！氷と雪
の国から、太陽がまぶしい国までつれ
ていってくれ、思いがけないステキな
ことにも出会えるよ。クリスマスって
何が大切なのかわかる絵本。 

｢イツクのクリスマスのたび｣ 

　　　　　　 　エレナ・パスクアーレ 

　哲と直は中学生の双子の兄弟。２人
きりで暮らす家に、ある日屋根から泥
棒が落ちてきた。いやいやながら双子
の父親がわりをさせられる泥棒。そん
な３人を巻き込む不思議な事件や出来
事にドキドキワクワク、最後はほろり
のユーモアミステリー。人気のミステ
リー作家、宮部みゆきが児童書に登場！ 

｢ステップファザー・ステップ｣ 

　　　　　　　　　　 　宮部　みゆき 

おお え　　せいげつ 

みやべ 

がざんしゃへん 

きむ と げん 

　いわゆる「自分史」とは違う、自分
の意思で自由に残す。自分が生きた証
としての「一人一冊」。個人史づくりの
ヒント、まとめ方、情報の集め方、記
録する方法などを解説。 

「ふつうの人の個人史の書き方・残しかた」 

　　　　　　　　　　　　 大江　晴月 

　小物や縁起物のあしらいかた、お正
月花材の、和花、洋花、生花、伝統花材、
住まいの花空間、床飾り、紅白の彩り
を解説。知っておきたいお正月の知識
も紹介。 

「お正月の花と飾り」 

　　　　　　　　　　　　　 雅山社編 

　２００６年の干支である戌を、年賀状、
色紙などに描くための、水墨、墨彩画
描法を、わかりやすく図解。戌という
文字の書き方も解説。 

「戌を描く」　　　　　　　　　 金斗鉉 

日 月 火 水 木 金 土 
    １ ２ ３ 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
11 12 13 14 15 16 17 
18 19 20 21 22 23 24 
25 26 27 28 29 30 31

と　　き　　12月17日（土）午後2時～ 
と こ ろ　　中央公民館　3階会議室 
募　　集　　20人（5歳～小学3年生） 
申し込み　　市立図書館　℡２２－０４４１ 
　　　　　　＊12月1日から受付 
用意するもの　はさみ・のり・セロハンテープ 
　　　　　　　クレヨン（色えんぴつ等） 

おりがみ教室 
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建
築
物
に
お
い
て
は
、
耐
火
被
覆
材
等
と
し

て
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
や
屋
根
材
、
壁
材
、

天
井
材
等
と
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
セ
メ

ン
ト
等
を
板
状
に
固
め
た
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
等

が
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
そ
の
繊
維
が
空
気
中
に
浮

遊
し
た
状
態
に
あ
る
と
危
険
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
（
昭
和
63
年
環
境
庁
及
び
厚
生
省

通
知
） 

　
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
露
出
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
は
劣
化
等
に
よ
り
そ
の
繊
維
が

飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
板
状
に
固

め
た
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
天
井
裏
・
壁
の
内
部

に
あ
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
は
、
通
常

の
使
用
状
態
で
は
室
内
に
繊
維
が
飛
散
す
る
可

能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

    

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
繊
維
は
、
肺
線
維
症
（
じ
ん

肺
）
、
悪
性
中
皮
腫
の
原
因
に
な
る
と
い
わ
れ
、

肺
が
ん
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
＝
世
界
保
健
機
関
の

報
告
に
よ
る
。）ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害 

     

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
っ
て
か
ら
長
い
年
月
を

経
て
出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
中
皮
腫
は
平
均

35
年
前
後
と
い
う
長
い
潜
伏
期
間
の
後
発
病
す

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
通

じ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
っ
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
扱
っ
て
い
た
方
は
、
そ
の
作
業
方
法
に
も
よ

り
ま
す
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
う
機
会
が
多
い

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
現
に
仕
事

で
扱
っ
て
い
る
方
（
労
働
者
）
の
健
康
診
断
は
、

事
業
主
に
そ
の
実
施
義
務
が
あ
り
ま
す
。
（
労

働
安
全
衛
生
法
） 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
う
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る

疾
病
と
し
て
は
主
に
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 
   

　
肺
が
線
維
化
し
て
し
ま
う
肺
線
維
症
（
じ
ん

肺
）
と
い
う
病
気
の
一
種
で
す
。
肺
の
線
維
化

を
起
こ
す
も
の
と
し
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ほ
か
、

粉
じ
ん
、
薬
品
等
多
く
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
の
ば
く
露
に
よ

っ
て
お
き
た
肺
線
維
症
を
特
に
石
綿
肺
と
よ
ん

で
区
別
し
て
い
ま
す
。
職
業
上
ア
ス
ベ
ス
ト
粉

じ
ん
を
10
年
以
上
吸
入
し
た
労
働
者
に
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
潜
伏
期
間
は
15
〜
20
年
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
を

や
め
た
あ
と
で
も
進
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

     

治
療
法
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 
  

　
石
綿
が
肺
が
ん
を
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま

だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
肺
細
胞

に
取
り
込
ま
れ
た
石
綿
繊
維
の
主
に
物
理
的
刺

激
に
よ
り
肺
が
ん
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
か
ら
肺
が
ん
発
症
ま

で
に
15
〜
40
年
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
ば
く
露

量
が
多
い
ほ
ど
肺
が
ん
の
発
生
が
多
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
治
療
法
に
は
外
科
治
療
、

抗
が
ん
剤
治
療
、
放
射
線
治
療
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

  

　
肺
を
取
り
囲
む
胸
膜
、
肝
臓
や
胃
な
ど
の
臓

器
を
囲
む
腹
膜
、
心
臓
及
び
大
血
管
の
起
始
部

を
覆
う
心
膜
等
に
で
き
る
悪
性
の
腫
瘍
で
す
。

若
い
時
期
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
方
の

ほ
う
が
悪
性
中
皮
腫
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
潜
伏
期
間
は
20
〜
50
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
法
に
は
外
科
治
療
、
抗

が
ん
剤
治
療
、
放
射
線
治
療
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
問
い
合
わ
せ
（
市
総
合
窓
口
） 

　
総
務
課  

　
℡
２
３
・
５
５
１
６ 

ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
） 

Ｑ
＆
Ａ
③ 

＊
我
が
家
は
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）の 

　
危
険
性
が
あ
る
の
？ 

（
１
）
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
肺 

（
２
）
肺
が
ん 

（
３
）
悪
性
中
皮
腫 

＊
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が
原
因
で 

　
発
症
す
る
病
気
は
？ 

石綿にさらされる業務に従事していた労働者の方へ 

労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 労災補償制度のご案内 
中皮腫や原発性肺がん等を発症しており、それが業務により石綿にさらされたこ 
とが原因であると認められた場合には、労災補償を受けることができますので、 
労働基準監督署にご相談下さい。 

御坊労働基準監督署　℡２２－３５７１ 



平成17年12月

広報ごぼう
（19）

１ 木 10ヵ月児健診　職　受付午後1:00～（平成17年1月生） 

２ 金 

３ 土 閉　　　庁 

４ 日 閉　　　庁 

５ 月 

６ 火 母親教室　福祉センター3階　午後１:30～ 

７ 水 

８ 木 ４ヵ月児健診・BCG予防接種　職　受付午後１:00～（平成17年8月生） 

９ 金 

10 土 閉　　　庁 

11 日 閉　　　庁 

12 月
 健康相談　職　受付午前9:30～11:00 

  市民集団健診結果説明会　財部会館　受付午後1:30～3:00 

13 火 2歳6ヵ月児歯科健診　職　受付午後1:00～（平成15年5月.6月生） 

14 水 

15 木 3歳6ヵ月児健診　職　受付午後1:00～（平成14年6月生） 

16 金
 出前親子ぐるんぱ教室　野口コミュニティ　午前10:00～11:00 

  糖尿病予防教室　中央公民館3階　受付午後1:00～ 

17 土 閉　　　庁 

18 日 閉　　　庁 

19 月 

20  火 

21 水 

22 木 1歳6ヵ月児健診　職　受付午後1:00～（平成16年5月生） 

23 金 閉　　　庁　（天皇誕生日） 

24 土 閉　　　庁 

25 日 閉　　　庁 

26 月 

27 火 

28 水 

29 木 閉　　　庁 

30 金 閉　　　庁 

31 土 閉　　　庁 

12月健康カレンダー 

職　……御坊職業訓練センター 

申し込み・問い合わせ 

健康福祉課健康増進係 

NO298 ℡２３－５６４５ 

平成18年４月1日から 
麻しん風しん混合ワクチン 
の２回接種に変わります 

 

　エイズは他人事と思っていませんか？ 

　日本では平成16年に約1000人の人が新たにエイズウイルスに 

感染しています。エイズウイルスは大変感染しにくいウイルス 

で、職場や学校など日常生活では感染しません。現在、感染の 

多くは性交渉によるものです。特に、二十代の若者の感染の増 

加が指摘されています。性行動の低年齢化が進み、若者の予防 

知識の不足により事態は深刻さを増しています。 

　エイズは特別な病気ではありません。多くの場合、感染後も 

長い間無症状で、今までどおりの生活を送る事ができます。周 

囲の人々の理解と支援が必要です。 

１２月１日は世界エイズデー 

今までは麻しんワクチンと風疹ワクチンを別々に接種 

していましたが、予防接種法の 

一部改正により、来年４月から 

子どもの麻しん・風しんの予防 

接種方法が変わります。 

 

　麻しん風しん混合ワクチン 

　（ＭＲ混合ワクチン）の２回接種 

 

　Ⅰ期：生後１歳から２歳未満 

　Ⅱ期：小学校入学１年前（年長児） 

※今までに麻しんワクチン・風しんワクチンを受けた 

　お子さんは対象になりません。 

※すでに麻しん（あるいは風しん）ワクチンを受けてい 

　るお子さん【特に平成１６年４月１日までに生まれ 

　たお子さん】は、来年３月３１日までに風しん（ある 

　いは麻しん）の予防接種を受ける事をお勧めします。 

　平成１８年４月から２歳以上のお子さんは自己負担 

　（有料）となります。 

●せきやくしゃみ ●握手 ●キス 

●トイレ 

●同じ食べ物をつつく ●理髪店や美容院 

●風呂やプール 

こんな事では感染しません 

（接種方法） 

（対 象 者） 



私
の
ひ
と
り
ご
と 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

ひとの動き　総人口：27,129（－８）男：13,009（－３）　女：14,120（－５）　世帯数：10,101（＋１） 
※平成17年７月末現在（　）内は前月比 

※
当
番
医
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

今月の納期は９月３０日です 
　国民健康保険税（第４期） 

　介護保険料（９月分） 

くらしの相談 
○心配ごと相談　℡２２－５４９０ 

　毎週水曜・午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

○行政相談　℡２３－５５００ 

　14日（水）午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

　行政相談員原冨士代℡23－0789 

○年金相談　℡２２－５５００ 

　15日（木）午前10時～午後３時 

　市役所３階会議室 

○人権相談所　℡２２－０３３５ 

　毎月第１・３火曜日 

　午後１時～４時 

　和歌山地方法務局御坊支局 

休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医
TEL 23－1289 

診療／内科・小児科　午前９時～午後４時 

９
　
　
月 

４ 

11 

18 

19 

23 

25 

２ 

９ 

10 

16 

23 

30

当番医師名 月 日 

広
報
ご
ぼ
う 

編
集
・
発
行
／
御
坊
市
秘
書
課 

〒
６
４
４-

８
６
８
６
　
和
歌
山
県
御
坊
市
薗
３
５
０
　
　
　
　
　
TEL
０
７
３
８
ー
２
３
ー
５
５
３
６ 

FAX
０
７
３
８
ー
２
３
ー
５
０
７
７ 

御
坊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.c
ity.g
o
b
o
.w
a
ka
ya
m
a
.jp
/

　
　
　
　
　

印
刷
・
有
限
会
社 

隆
文
社
印
刷
所 

※
「
広
報
ご
ぼ
う
」
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
こ
の
時
期
に
あ
り
き
た
り
な
言
葉

で
す
が
、
あ
な
た
な
ら
「
も
う
12
月

や
な
あ
、
今
年
も
あ
と
ひ
と
月
か
」

と
言
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
「
あ
と

ひ
と
月
で
正
月
や
な
あ
」
と
言
い
ま

す
か
？ 

　
今
が
12
月
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
の
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
言

い
方
が
違
い
ま
す
。 

　
ど
ち
ら
も
そ
の
と
お
り
な
の
で
す

が
、
人
に
よ
っ
て
見
方
、
思
い
方
が

違
う
た
め
表
現
す
る
言
葉
が
違
っ
て

く
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
と
同
じ
事
が
他
に
も
言
え
ま 

 

す
。
暖
か
い
和
歌
山
県
で
は
、
冬
に

気
温
が
０
度
以
下
に
な
れ
ば
、
誰
も

が
「
今
日
は
、
寒
い
な
あ
」
と
言
い

ま
す
。
で
も
、
北
海
道
な
ら
「
今
日

は
、
暖
か
い
な
あ
」
と
言
う
で
し
ょ

う
。
同
じ
気
温
０
度
で
も
感
じ
方
が

違
い
ま
す
。 

　
ふ
と
、
師
走
時
に
こ
ん
な
事
思
っ

て
み
た
ら
、
事
実
は
ひ
と
つ
で
も
人

と
場
所
が
違
え
ば
、
言
い
方
も
感
じ

方
も
そ
れ
ぞ
れ
な
ん
で
す
ね
。 

　
最
近
、
娘
に
「
頭
が
薄
く
な
っ
た

ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
が
、
こ
の
事
実

は
ひ
と
つ
で
も
・
・
・
思
い
は
？ 

写真右上に写っている３棟の建物が、約５０年前の御坊中学校です。まだ校舎の西（写真右 
側）には現在の国道４２号線は通っていません。左上隅に写っている建物は、旧御坊市役所 
です。写真中央のグラウンド部分には、現在市役所が建っています。御坊中学校と市役所の 
間の線路をちょうど昔の「りんこう」（現 紀州鉄道）が走っています。 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

ひとの動き　総人口：27,054（－21）男：12,974（－3）　女：14,080（－18）　世帯数：10,083（＋11） 
※平成17年10月末現在（　）内は前月比 

※
当
番
医
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

今月の納期は12月26日です 
　固定資産税（第３期） 

　国民健康保険税（第７期） 

　介護保険料（12月分） 

くらしの相談 
○心配ごと相談℡２２-５４９０ 

　毎週水曜・午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

○行政相談　℡２３-５５００ 

　14日（水） 

　午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

　行政相談員原冨士代℡23－0789 

○人権相談　℡２２－０３３５ 

　５日（月）午前10時～午後３時 

　福祉センター３階 

○人権相談所　℡２２－０３３５ 

　毎月第１・３火曜日 

　午後１時～４時 

　和歌山地方法務局御坊支局 

休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医休日急
患診療所の当番医

12
　
　
月 

１
　
　
　
月 

4 
11 
18 
23 
25 
31 
１ 
２ 
３ 
８ 
９ 
15 
22 
29

当番医師名 月 日 

広
報
ご
ぼ
う 

編
集
・
発
行
／
御
坊
市
秘
書
課 

〒
６
４
４-

８
６
８
６
　
和
歌
山
県
御
坊
市
薗
３
５
０
　
　
　
　
　
TEL
０
７
３
８
ー
２
３
ー
５
５
３
６ 

FAX
０
７
３
８
ー
２
３
ー
５
０
７
７ 

御
坊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.c
ity.g
o
b
o
.w
a
ka
ya
m
a
.jp
/

　
　
　
　
　

印
刷
・
有
限
会
社 

隆
文
社
印
刷
所 

※
「
広
報
ご
ぼ
う
」
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

旧御坊中学校 ──（昭和30年代？　写真上が南） 

カシ
ャッ
 

島　　欽也　医師 
笹野　雄助　医師 
山　　正昭　医師 
楠山　一男　医師 
榎本　善収　医師 
井本　和也　医師 
山岡　慶之　医師 
奥田　修司　医師 
西本　研志　医師 
曽根　正典　医師 
橋本　修身　医師 
塩路　信人　医師 
村上　浩一　医師 
丸山　定之　医師 
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